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　児童生徒らに地元の特産品を味わってもらいたいと

の思いから、７月１日にひまわりすいか生産組合から、

永楽園、やわら保育園、真竜小学校、北竜中学校にひ

まわりすいかが寄贈されました。

　真竜小学校では児童会役員が代表して受け取り、翌

週の給食にて、食べ頃に冷やされたひまわりすいかが

児童らに振る舞われました。

地元の味覚

ひまわりすいかを寄贈

　６月１５日、有馬商店の有馬昌志さんが町長室を訪れ、

今年３月末を以って店主を退き義娘の千早江さんに代

替わりされた節目として、６２年間店主としてお世話

になった町に感謝を込めて６２万円を寄付されました。

　有馬商店は明治３６年の開業から今年で１１８年目

を迎えており、開業１００周年にあたる平成１５年に

も町に１００万円を寄付していただいています。

有馬昌志さんから

町に６２万円を寄付

●ひまわりすいか

　６月１１日、ＪＡきたそらち北竜支所選果場に「ひ

まわりすいか」１６ケースが初出荷されました。

　渡邊俊成ひまわりすいか生産組合長からは「気温や

日照不足の影響で温度管理に苦労したが、経験や技術

で糖度を１２度まで引き上げることができた。これか

らも支えてくれるリピーターの期待に応えたい」と、

ひまわりすいかに懸ける思いが語られました。今シー

ズンは１３，０００ケースの出荷が予定されています。

●ひまわりメロン

　６月１６日には同選果場に、「ひまわりメロン」１

０ケースが初出荷されました。

　北竜メロン生産組合(髙畑克洋組合長)の渡邊靖範さ

んからは「日照不足もあり、生育には３日ほど多く日

数を要したが、その分、滑らかな食感で、甘く香り良

いメロンに仕上がった。ぜひ味と香りを楽しんでほし

い」と初出荷の喜びが語られました。今シーズンは２

５，０００ケースの出荷が予定されています。

ひまわりすいか・ひまわり

メロンの出荷を開始

ひまわりすいか初出荷

ひまわりメロン初出荷
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　７月１２日、北育ち元気村花き生産組合の竹林副組

合長と松本北竜支部長が来庁され、生産組合北竜支部

から町に生け花が寄贈されました。

　新型コロナウイルス感染拡大により暮らしに様々な

影響が出ている今、美しい花で町民の気持ちを応援し

たい、また花の魅力をより多くの方々に知ってもらい

たいとの思いから、昨年に続き実施されたもので、ひ

まわりやスターチスなど色鮮やかな花々が活けられた

生け花が役場正面ロビーに飾られました。

北育ち元気村花き生産組合

北竜支部から生け花の寄贈

　北竜町集落支援員として活躍されている寺内昇さ

ん・郁子さんご夫妻が、この度「第１８回オーライ！

ニッポン ライフスタイル賞」を受賞されました。

　同賞は、都市から移住し、都市と農山漁村を往来す

る新たなライフスタイルを実践している人に贈られる

賞で、ご夫妻が平成２２年に北竜町に移住され、地域

おこし協力隊員・集落支援員として運用されている町

情報サイト「北竜ポータル」を通じて、全国に北竜町

の魅力を発信されている点が評価されたものです。

集落支援員の寺内さんご夫妻が
「オーライ！ニッポン
 ライフスタイル賞」を受賞

北竜町も舞台に　「タネは誰のもの」上映会開催

　６月２６日、北竜町もロケ地のひとつとなった映

画「タネは誰のもの」の上映会が、「あかるい農法の

会」の主催により、公民館大ホールで開催されました。

　映画は改正種苗法が人々の生活に与える影響につ

いて、農業の現場から探ったドキュメンタリー作品

となっており、２０２０年のキネマ旬報文化映画部

門で第７位に選出され、また同年の第３８回日本映

画復興奨励賞も受賞しています。当日は原村政樹監

督が来場され、作品上映後にはトークショーも催さ

れました。
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議会広報委員会Ｎｏ．３６２

　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
６

月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

４
月
９
日

■
調
査
事
項　

保
育
園
の
運
営
状

況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
北
竜
町
税
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
〕

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
〔
令
和
３
年
度
北
竜

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て
〕

　

既
定
予
算
に
９
７
６
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
３
，
７
１
７
，

６
７
１
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
北
竜
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
つ
い
て

〇
北
竜
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
２
６
，
９
９
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
，

７
４
４
，
６
６
７
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に

つ
い
て

　

既
定
予
算
に
９
０
０
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
３
１
２
，

９
０
０
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
，
２
３
０
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
０
２
，

５
３
０
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
１
０
，
５
２
６
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

２
９
５
，
５
２
６
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
３
，
７
９
９
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
４
２
，

４
９
９
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
３
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
７
９
２
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
１
４
，

７
９
２
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

○
株
式
会
社
北
竜
振
興
公
社
の
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
の
提
出

に
つ
い
て

○
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

高
橋　

利
昌　

氏
（
再
任
）

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

○
米
の
需
給
・
価
格
安
定
対
策
と

米
政
策
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

書

委
員
会
報
告

承
認

原
案
可
決

同
意
（
追
加
議
案
）

意
見
書
提
出

報
告
済
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６
月
17
日
に
開
会
さ
れ
た
第
２
回
定

例
会
で
は
、
２
名
の
議
員
か
ら
２
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

松
永
議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

令
和
３
年
度
の
政
策
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
事
業
の
中

止
や
延
期
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
様
な
影
響
が
出
て
い
る
の
か
。

約
51
項
目
に
の
ぼ
る
事
業
実
施
に

当
た
り
、
理
事
者
の
思
い
が
職
員

に
十
分
周
知
さ
れ
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
等
で
の
指
摘
・
要
望
等

に
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計

画
策
定
委
員
会
や
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
の
人
選
の
過
程
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

事
業
の
中
止
や
延
期
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
中

止
に
よ
る
地
域
経
済
の
低
迷
、
特

に
料
飲
店
組
合
等
が
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
お
り
、
補
正
予
算
で
救

済
措
置
の
為
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
事
業
の
実
施
に
当

た
り
、
優
先
度
を
含
め
限
り
あ
る

予
算
の
有
効
利
用
の
為
、
理
事
者

と
職
員
と
の
意
見
交
換
に
多
く
の

時
間
を
取
っ
て
お
り
、
高
齢
者
か

ら
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
沿
っ
た
施
策

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
等
で
の

指
摘
・
意
見
が
あ
っ
た
、
ひ
ま
わ

り
の
里
の
展
望
台
の
基
本
設
計
に

向
け
た
「
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計

画
」の
住
民
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
も
あ
り
時

期
や
方
法
を
検
討
中
だ
が
早
期
に

開
催
し
た
い
。

　

ま
た
、
役
場
前
駐
車
場
横
の
緑

地
の
整
備
に
つ
い
て
は
公
共
施
設

等
再
配
置
計
画
の
中
で
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。

　

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

に
係
る
警
察
署
等
へ
の
送
迎
助
成

に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
と
共
に
、
奨
学
金
貸
付
事
業

に
お
け
る
保
証
人
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
も
、
次
年
度
に
向
け
精
査

を
進
め
て
い
る
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
策
定

委
員
の
人
選
に
つ
い
て
は
、町
民
、

関
連
団
体
、
行
政
に
よ
る
協
働
の

も
と
、
魅
力
的
な
観
光
の
町
づ
く

り
を
推
進
す
る
為
、
町
内
観
光
関

連
団
体
か
ら
18
名
、
外
部
有
識
者

か
ら
６
名
の
計
24
名
を
選
任
し
、

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
委

員
に
つ
い
て
は
「
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
」
に
準
じ
、
町
内
関
係
事
業
者

や
道
路
管
理
者
、
公
安
委
員
会
、

利
用
者
、
学
識
経
験
者
、
そ
の
他

必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
等
25
名
で

構
成
し
て
い
る
。

松
永
議
員

　

役
場
前
駐
車
場
横
の
緑
地
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
除
雪
の
不
便
さ
や

見
通
し
の
悪
さ
等
の
理
由
で
20
年

程
前
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
た
と
思

う
の
で
是
非
対
応
し
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計

画
策
定
委
員
の
鈴
木
教
授
を
始
め

と
す
る
外
部
有
識
者
６
名
と
町
内

委
員
の
殆
ど
が
利
害
関
係
者
で
あ

り
、
反
す
る
意
見
等
が
反
映
さ
れ

な
い
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
、
今
後
、
新
た
に
立
ち
上

げ
る
委
員
会
等
で
は
も
っ
と
慎
重

に
人
選
を
行
な
っ
て
頂
き
た
い
。

　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
理
解
し

た
が
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
配
車
時

間
帯
の
地
域
差
の
改
善
や
高
齢
者

免
許
証
返
納
に
係
る
交
通
費
助
成

等
前
向
き
に
対
応
し
て
頂
き
た

い
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
策
定

員
会
で
は
有
識
者
も
含
め
委
員
全

員
の
意
見
を
ま
と
め
答
申
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

駐
車
場
横
の
緑
地
の
整
備
や
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
地
域
差
是
正
、
免
許

証
自
主
返
納
手
続
き
の
手
法
に
つ

い
て
は
前
向
き
に
対
応
す
る
。

中
村
議
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

施
設
の
活
用
に
つ
い
て

中
村
議
員

　

本
町
は
、
昭
和
42
年
に
「
ス
ポ

ー
ツ
の
町
宣
言
」
を
行
い
、
町
技

を
「
剣
道
」「
ス
キ
ー
」「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
」
と
し
て
、
様
々
な
競
技

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
の
減
少
を
初

め
と
す
る
人
口
の
減
少
、
高
齢
化

に
よ
り
数
多
く
あ
っ
た
競
技
団
体

や
大
会
も
縮
小
・
廃
止
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

ス
キ
ー
場
に
お
い
て
は
本
年
、

ロ
ー
プ
リ
フ
ト
の
更
新
が
行
な
わ

れ
、
今
後
益
々
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
状
に
お
け
る
ス
キ
ー
場
、
プ

ー
ル
、
野
球
場
、
体
育
館
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
等
の
体
育
施
設
の
利

用
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。
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有
馬
教
育
長

　

本
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
明
る
く

豊
か
に
過
ご
す
為
に
、
ス
ポ
ー
ツ

の
町
宣
言
を
制
定
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
に
至
る
幅
広
い
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に

努
め
て
き
た
。
町
技
に
つ
い
て
は

体
育
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
指
定

し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
校
の
野
球

部
等
、
他
の
学
校
と
組
ま
な
け
れ

ば
チ
ー
ム
が
作
れ
な
い
状
況
。

　

町
民
体
育
大
会
の
是
非
も
こ
う

い
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

思
う
が
、
体
力
づ
く
り
や
健
康
意

識
の
高
ま
り
等
生
涯
に
わ
た
っ
て

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
。
参
加
者
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
卓
球
や
テ
ニ
ス
大

会
等
各
団
体
の
活
動
も
継
続
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。
施
設
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
昨
年
・
本
年
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
比
較
で
き
な
い
が
、

横
ば
い
も
し
く
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。
今
後
も
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
つ
体
育
施
設
の
維
持
・

管
理
や
各
団
体
の
育
成
に
努
め
新

た
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
等
を
含

め
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
行
っ

て
い
く
。

中
村
議
員

　

町
民
体
育
大
会
は
体
育
協
会
の

尽
力
の
下
、
開
催
さ
れ
て
き
た

が
、
降
雨
と
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
５
年
連
続
で
中
止
と
な
っ
て

い
る
。
北
竜
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
日
程
が

７
月
か
ら
８
月
下
旬
に
変
更
に
な

る
等
徐
々
に
負
担
感
が
増
し
て
き

て
い
る
と
思
う
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
別
の
大
会

は
、
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
で

き
る
限
り
継
続
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
又
、
行
政
か
ら
の
支
援
も
お

願
い
し
た
い
。

　

朝
野
球
、
た
そ
が
れ
野
球
も
あ

っ
た
が
中
止
に
な
り
、
球
場
の
活

用
も
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

　

近
年
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
も
整
備

さ
れ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
尽

力
に
よ
り
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、又
、

ラ
ジ
オ
体
操
も
始
ま
り
、
朝
か
ら

人
に
会
い
気
持
ち
よ
く
一
日
を
ス

タ
ー
ト
し
、
良
き
一
日
を
過
ご
せ

た
ら
良
い
と
思
う
。

　

施
設
の
廃
止
基
準
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

ス
キ
ー
場
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
は

水
銀
灯
で
電
球
の
交
換
も
で
き
な

い
と
の
事
だ
が
、
圧
雪
車
も
経
年

に
よ
り
故
障
も
多
い
の
で
計
画
的

に
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

有
馬
教
育
長

　

体
育
協
会
主
催
の
町
民
体
育
大

会
に
つ
い
て
は
全
町
民
が
一
堂
に

会
す
る
貴
重
な
大
会
で
あ
っ
た
。

是
非
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
る
こ
と

が
残
念
な
状
況
で
あ
る
。

　

野
球
場
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

中
学
生
や
役
場
・
農
協
職
員
が
練

習
で
使
用
し
て
い
る
。
ラ
ジ
オ
体

操
も
長
い
間
続
い
て
お
り
、
20
名

程
が
集
ま
っ
て
い
る
。
各
地
区
に

あ
っ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
つ
い

て
は
競
技
人
口
の
減
少
に
よ
り
閉

鎖
し
た
。
施
設
の
廃
止
基
準
は
な

く
、
今
後
関
係
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
施
設
の
廃
止
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

ス
キ
ー
場
の
照
明
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
の
全
面
改
修
の
予
算

計
上
を
検
討
し
て
い
る
。
圧
雪
車

は
計
画
的
に
更
新
し
て
い
き
た
い
。

中
村
議
員

　

ス
キ
ー
場
の
ナ
イ
タ
ー
は
、
子

ど
も
達
を
連
れ
て
き
た
保
護
者
達

の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
利

用
者
が
い
る
限
り
、
で
き
る
限
り

継
続
し
て
ほ
し
い
。

有
馬
教
育
長

　

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
管
理
委
託
し
て
い
る
。
様
々

な
苦
情
要
望
等
の
問
題
に
対
処
し

て
い
る
。

　現在小型家電については燃えないごみとして収集していますが、北空知衛生センターではパソコン

や携帯電話は燃えないごみとして収集しておりません。

　 本年度もパソコン・携帯電話を回収します。下記日程で回収いたしますので、ぜひこの機会にご

利用いただきますようお願いいたします。

　　回 収 日 ：令和３年８月２３日（月）～２７日（金）

　　回収時間 ： 午前９時～午後５時まで

　　回収場所 ： すこやかセンター

　　回収品目 ： ご家庭で利用のノートパソコン、デスクトップパソコン・モニター、携帯電話

　　　　　　　　※デスクトップパソコンのブラウン管ディスプレイは収集できません

　　　　　　　　※プリンター・キーボード・マウスは燃えないごみに出してください。

　　回収料金 ： 無料

　  お 願 い ： 個人情報流出防止のため、データを削除の上直接ご持参願います。

　　問い合わせ先 ： 役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１

廃パソコンを回収します
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【
７
月
】

16
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

災
害
対
策
特
別
委
員
会
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
村
上
氏
と
の
懇
談
会

21
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）、
ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別

委
員
会

【
８
月
】

５
日
…
ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別

委
員
会

11
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
三

役
会
議

19
～
20
日
…
議
会
道
内
行
政
視
察

23
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

24
～
27
日
…
令
和
２
年
度
決
算
審

査
（
監
査
委
員
）

30
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
役

員
会

下
旬
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

４
月
中
旬
に
「
タ
ネ
は
誰
の
も

の
」
の
上
映
会
開
催
を
６
月
末
に

決
め
た
。

　

昨
年
７
月
に
黒
千
石
生
産
組
合

に
種
苗
法
改
正
に
絡
む
映
画
取
材

の
為
、
原
村
政
樹
監
督
と
元
農
水

大
臣
山
田
正
彦
氏
が
来
町
さ
れ
、

同
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
の
監

督
と
の
「
上
映
会
や
っ
て
く
だ
さ

い
」「
や
り
ま
す
」
の
約
束
が
事

の
始
ま
り
。
ち
ょ
う
ど
米
の
種
を

蒔
く
時
期
か
ら
田
植
え
や
ソ
バ
蒔

き
農
繁
期
が
一
段
落
す
る
６
月
末

な
ら
観
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
と
、
か
か
わ
り
の
あ
る
人
に
は

直
接
予
告
を
し
て
回
っ
た
。

　

映
画
は
種
子
法
、
種
苗
法
解
釈

の
農
業
者
に
影
響
す
る
で
あ
ろ
う

問
題
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ
て
お

り
、
参
加
者
は
町
内
外
合
わ
せ
て

64
名
だ
っ
た
。
映
画
上
映
後
の
原

村
監
督
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
制

作
の
想
い
を
語
ら
れ
、
そ
の
熱
い

想
い
が
参
加
者
に
余
す
こ
と
な
く

伝
わ
っ
た
よ
う
だ
。「
北
海
道
種

の
会
」
代
表
の
久
田
徳
二
氏
に
も

法
律
の
問
題
点
と
食
の
安
全
を
守

る
た
め
に
設
立
し
た
会
の
紹
介
も

さ
れ
た
。

　

安
全
、
安
心
を
掲
げ
る
本
町
に

は
当
然
こ
れ
か
ら
の
農
産
物
の
扱

う
基
準
が
問
わ
れ
る
。
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
で
可
決
さ
れ
た
種
苗
法
改
正

法
案
は
、
来
年
の
４
月
か
ら
農
家

が
登
録
品
種
を
自
家
増
殖
（
採

種
）
し
た
ら
懲
役
10
年
、
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
共
謀
罪
の
対
象
、

農
業
生
産
法
人
で
あ
れ
ば
３
億
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
法
律
。

そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
知
ら
な
か

っ
た
じ
ゃ
済
ま
な
い
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
記
載
か
ら
、
こ
の
法
改
正
に

農
家
が
動
か
な
い
現
状
に
疑
問
を

持
た
れ
、
Ｊ
Ａ
と
の
繋
が
り
の
中

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
人
も
い
る
。
具
体

的
に
当
然
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
や
ネ
オ

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は
問
題
に
な
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
避
け
る
べ
き
と
訴

え
て
い
る
。

　

こ
の
映
画
を
是
非
観
た
い
と
い

う
方
が
お
ら
れ
た
ら
上
映
会
を
開

催
す
る
の
で
申
し
出
て
い
た
だ
き

た
い
。           

（
尾
﨑
圭
子
）

産前産後期間の国民年金保険料が
免除となります！

■免除期間：

　

　

　

■対 象 者：産前産後免除期間に国民年金第１号被保険者の期間を有する方

　           ※出産日が平成３１年２月１日以降の方が対象になります。

■届出時期：出産予定日の６か月前から届出可能です。

■届出方法：年金手帳と印鑑（出産前に届出をする場合は母子手帳）をお持ちの上、

　　　　　　 役場住民課戸籍年金係に届出願います。

■届出先・問い合わせ先：役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１

出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間（以下「産前産後免除期間」といい

ます）の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産

日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。

※出産とは、妊娠８５日（４か月）以上の出産をいいます（死産、流産、早産された方を含みます）。

忘れずに
手続きを
しましょう
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今
月
の
行
政
相
談

ちびっこひろば
○日時　8月4日（水）10:00～11:30

　場所　お散歩「ひまわりの里」散策

　内容　ひまわりの里

○日時　8月6日（金）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　七夕まつり・製作

○日時　8月18日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園自由開放

○日時　8月25日（水）10:00 出発

　場所　やわら保育園集合

　内容　バス遠足「わくわくエッグ」

○日時　9月1日（水）10:00 現地集合

　場所　ちっくる駐車場

　内容　秩父別「ちっくる」屋外遊び

ピカピカキッズ
○日時　8月20日(金）10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　食育「手作りおやつ」

○日時　9月3日(金）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　キッズエアロビクス

（対象：１歳児～）

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

 8/1
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

もじり歯科クリニック
℡ 0125-32-1181

8/8
（日）

深川市立病院
(担当医・深川内科クリニック
 院長 山崎 充）

℡ 22-1101

あむデンタルクリニック
歯科口腔外科
℡ 0124-27-7313

8/9
（月）

斎藤整形外科医院
℡ 23-3737

舟山歯科医院
℡ 23-2255

8/15
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

塚本歯科医院
℡ 0125-23-2508

8/22
（日）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科消化器内科
 クリニック 院長 高橋 公平）

℡ 22-1101

田中歯科医院
℡ 0124-22-8700

8/29
（日）

深川市立病院
(担当医・町立沼田厚生クリニック
 院長 鳥本 勝司）

℡ 22-1101

中神歯科医院
℡ 35-2456

休 日 当 番 医

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

妹
背
牛
町
な
ら
び
に
沼
田
町
実

施
の
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
（
北
竜
町
民
も
相
談

で
き
ま
す
）。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

■
妹
背
牛
町

日
時　

８
月
６
日(

金)

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所

　

妹
背
牛
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

予
約
受
付

　

妹
背
牛
町
役
場

　

健
康
福
祉
課　

河
野

　

℡
３
２
・
２
４
１
１

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

８
月
17
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

伊
藤
委
員
・
澤
田
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

瀨
戸
委
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

８
月
17
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１
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令
和
３
年
度

敬
老
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

例
年
９
月
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
敬
老
会
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
本
年
度
の
開
催
を
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ

ま
に
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
ご
参
加
い
た
だ
く
皆
さ
ま

の
健
康
と
安
全
を
第
一
に
考
慮
し

て
の
こ
と
と
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
米
寿
（
88
歳
）
祝
い
金

に
つ
い
て
は
、
例
年
通
り
支
給
致

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
７
月
下
旬

に
口
座
振
替
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載

の
上
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

８
月
31
日
は
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す

　

納
税
通
知
書
は
第
１
期
分
と
第

２
期
分
を
合
わ
せ
て
８
月
10
日
に

発
送
さ
れ
ま
す
。

●
８
月(

第
１
期)

と
11
月(

第
２

期)

の
２
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。

(

年
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は

８
月
に
全
額
納
め
ま
す)

●
年
の
中
途
で
事
業
を
辞
め
た
人

は
、
別
に
指
定
し
た
期
限
ま
で
に

納
め
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に

一
括
納
付
が
困
難
な
と
き
（
申
請

に
よ
り
納
税
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
）

②
口
座
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と

き問
い
合
わ
せ
先

空
知
総
合
振
興
局

深
川
道
税
事
務
所

℡
２
３
・
３
５
７
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
け
取
り
時
間
外
窓
口

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
に
つ
い
て

受
け
取
り
場
所　

役
場
日
直
室

（
役
場
北
側
の
職
員
玄
関
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
を
押
し
て
下
さ
い
）

受
け
取
り
時
間

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
予
約
時
に
日
に
ち
と
時
間
を
指

定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

受
け
取
り
時
に
持
参
す
る
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保

険
証
な
ど
）

・
印
鑑
登
録
証（
印
鑑
証
明
の
場
合
）

手
数
料

　

・
住
民
票　
　

1
通
２
０
０
円

　

・
印
鑑
証
明　

1
通
３
０
０
円

　

受
け
取
り
時
に
お
支
払
い
下
さ

い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
申
請
・
受
け
取
り
は
、
本
人
及

び
同
一
世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
住
民
票

は
予
約
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

・
印
鑑
証
明
書
の
予
約
の
際
は
、

登
録
番
号
を
お
伺
い
し
ま
す
の
で

印
鑑
登
録
証
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
か
け
く
だ
さ
い
。

・
予
約
し
た
日
に
受
け
取
り
が
な

い
場
合
は
、
取
り
下
げ
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

住
民
票
・
印
鑑
証
明
の

電
話
予
約
に
つ
い
て

　

平
日
に
役
場
に
来
ら
れ
な
い
場

合
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
に
限
り
、

電
話
で
予
約
の
う
え
土
日
・
祝
日

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
受
付
時
間　

役
場
開
庁
日
の

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

予
約
先　

住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　

℡
３
４
・
２
１
１
１

は
、
手
続
き
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
異
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
20
日(

金)

　
　
　

～
午
後
７
時

場
所　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　

住
民
課
窓
口

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

北
方
領
土
返
還
署
名
に

ご
協
力
を

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及

び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る
北
方
四
島

は
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
の

領
土
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
我
が

国
固
有
の
領
土
で
あ
り
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
実
現
は
、
道
民
の

み
な
ら
ず
、
日
本
国
民
の
悲
願
で

あ
り
ま
す
。

　

北
方
領
土
は
、
北
海
道
の
行
政

区
に
あ
り
、
北
海
道
に
は
北
方
四

島
を
追
わ
れ
た
元
島
民
が
数
多
く

住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
北
方
領

土
返
還
運
動
は
北
海
道
が
原
点
と

な
っ
て
全
国
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
ひ
と
り
一
人
が
北
方
領
土

問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
北
方
四

島
の
早
期
返
還
に
向
け
て
署
名
運

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
署
名
用
紙
は
役
場
に
備

え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
目
に
留
ま

り
ま
し
た
ら
署
名
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
訓
練
生
募
集

対
象
者

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
求
職
者

訓
練
科
目　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

願
書
受
付
期
間

７
月
26
日（
月
）～
８
月
20
日（
金
）

選
考
試
験
日　

９
月
10
日
（
金
）

選
考
場
所

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

試
験
内
容　

数
学
・
国
語
・
面
接

問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
又
は
、

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

℡
０
１
２
５
・
５
２
・
２
７
７
４

海
上
保
安
大
学
校
学
生

採
用
試
験
（
広
島
県
呉
市
）

　

海
上
保
安
大
学
校
の
２
０
２
２

年
４
月
期
学
生
採
用
試
験
が
次
の

通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

①
２
０
２
１
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

及
び
、
２
０
２
２
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
験
申
込
み
受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

８
月
26
日(

木)

～

　

９
月
６
日(

月)(

受
信
有
効)

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

申
し
込
み
ア
ド
レ
ス[http://

w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juken.html]

【
郵
送
・
持
参
】

　

８
月
26
日(

木)

～

　

８
月
27
日(

金)(

消
印
有
効)

試
験
区
分
・
種
目(

第
１
次
試
験)

　

・
基
礎
能
力
試
験

　

・
学
科
試
験　

・
作
文
試
験

試
験
日
及
び
試
験
地

【
第
１
次
試
験
】

　

10
月
30
日(
土)
～
31
日
（
日
）

　

の
２
日
間

【
試
験
地
】　

札
幌
市
・
函
館
市
・

小
樽
市
・
旭
川
市
・
釧
路
市

問
い
合
わ
せ
先

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）

℡
０
１
３
４
・
２
７
・
０
１
１
８

令
和
３
年
度

    
自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４
年

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女

受
付
期
間　

～
９
月
６
日
（
月
）

試
験
期
日

　

９
月
26
日
（
日
）
～
30
日
（
木
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

北竜町の事件・事故の発生状況（６月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

倉庫
荒らし

忍び
込み

車上
狙い

暴行 合計

2021年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

2020年 ０ １ ０ ０ ２ ３

人 身 事 故 物 損 事 故

2021年 ０ 2021年 20

2020年 ２ 2020年 44

2021年 ０

2020年 ２

■
指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で
泳

ぎ
ま
し
ょ
う

・
遊
泳
禁
止
区
域
は
、
急
な
深
み

や
、
潮
が
沖
に
流
れ
て
い
く
離
岸

流
な
ど
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

■
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・
波
の
力
で
倒
れ
た
り
、
沖
に
流

さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

■
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
泳
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
呼
吸
が
乱
れ
や
す
く
溺
れ
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。

■
釣
り
を
す
る
時
は
、
必
ず
救
命

胴
衣
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

・
高
波
時
の
防
波
堤
や
滑
り
や
す

い
岩
場
、
流
れ
が
速
い
岸
辺
な
ど

に
は
近
づ
か
な
い
。

■
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区
域

に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
危
険
な
運
転
は
せ
ず
、
必
ず
救

命
胴
衣
を
装
着
し
て
安
全
航
行
に

務
め
ま
し
ょ
う
。

夏
の
海
　
少
し
の
油
断
が

事
故
の
も
と
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２年に１度は受けましょう！
レディース検診！

（担当：髙野 光希）

【 第１０回 】

　乳がん・子宮がんは女性特有のがんで、近年若い世代での発症や死亡も増加しています。

北竜町では、無料で乳がん・子宮がん検診が受けられます！　昨年・今年度に受けていな

い方、ぜひ検診をお申し込み下さい。

　子宮がん検診は、子宮頸がんになる前の異常な細

胞（前がん病変）を発見できます。

　子宮頸がんは女性なら誰でもかかる可能性のあ

る病気で、20～30歳代の若い世代での発病や死亡

が増えています。

　乳がんは女性が罹患するがんで最も多いがんであり、仕事

や介護など忙しい盛りの40～50代に最も多く発見されます。

　マンモグラフィ検査では自己触診だけでは見つけられな

いような小さなしこりや、早期の乳がんのサイン（石灰化）

も見つけられます。転移もしやすく、恐ろしい病気ですが、

乳がんは早期に発見すると90％以上の人が治癒します。40

歳を過ぎたら必ず2年に1度は受けましょう。

　子宮頸がんはHPV（ヒトパピローマウイルス）が原因で発症します。多くは自然免疫で

治癒しますが、治癒せず持続感染することで異形成細胞となり、その一部ががんになります。

　HPV検査はこの持続感染があるかを調べる検査で、細胞診と合わせて検査することで、

前がん病変を100％見つけられるようになり、また、自分の子宮がんのリスクを把握でき

ます。

ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）検査って何？

● 健康相談　　　　27日（金）13:30～14:30　碧水地域支え合いセンター

● レディース健診　30日（月）　8:30～11:00　すこやかセンター

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

８月の
保健行事

この部分にできるがん

20～30代で増加中！
若い世代にこそ必要な

検診です！

40～50代が
発症のピーク！

次ページに

レディース検診（子宮がん・乳がん検診）のお知らせが掲載されています
検診の対象者・内容・料金、お申し込みについてはそちらをご覧下さい。

乳がんになるのは約11人に1人！
とっても身近な病気です。

子宮がん検診

乳がん検診



12



13 令和３年８月号

令和４年度 北竜町職員採用試験（建築技術職）

１．受   付   期   間　　令和３年８月２日（月）から令和３年８月３１日（火）まで（必着）

２．試　　 験 　　日　　令和３年１０月３日（日）

３．試　 験 　会 　場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　建築技術職　１名

５．受　 験　 資　 格

６．試　 験　 方　 法　　第１次試験 ： 教養試験、作文試験、適性試験

　　　　　　　　　　　　第２次試験 ： 面接試験（第１次試験合格者に対して１１月中旬～下旬実施予定）

７．採用予定年月日　　令和４年４月１日付採用予定

８．申込書の請求先 　 ・北竜町役場総務課に 建築技術職希望 と明記の上、請求して下さい。

　　　　　　　　　　　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒

　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封し、請求して下さい。

 　　　　　　　《役場住所》〒０７８－２５１２　北竜町字和１１番地１

　　　　　　　　　　　　　北竜町役場 総務課（建築技術職採用試験）　℡０１６４－３４－２１１１

建築設計・施工について実務経験が２年以上あり、１級建築士または２級建築

士の資格を有する年齢が概ね３５歳以下の者。または２級建築士の受験資格を

有する年齢が概ね３０歳以下の者。かつ採用後北竜町へ移住でき、普通自動車

免許を有する者。（※ただし、日本国籍を有しない者、または地方公務員法第

１６条のいずれかに該当する者は、受験できません）

介護サービスをご利用の方へ

　要支援、要介護認定を受けている方や総合事業の対象者全員に、負担割合（１割～３割）を記載した

介護保険負担割合証を７月下旬に送付しました。有効期間は令和３年８月１日から令和４年７月３１日

までです。介護保険サービスを利用する場合は、必ずサービス事業者に提示してください。

　令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの期間に介護サービスを利用された方へ、介護給付費

通知書を７月下旬に送付しました。この通知書は、利用された介護サービスの内容や費用をお知らせする

とともに、介護保険制度の理解を深めていただくためのものですので、手続きやお支払いをする必要は

ありません。なお、サービス事業者からの請求が遅れている場合などは記載されていないことがあります。

内容にご不明な点や、ご利用いただいた記憶がないサービスの記載があった場合等はお知らせください。

※第２号被保険者（４０～６４歳）は所得にかかわらず１割負担です。

○利用者負担の割合

■介護保険負担割合証について

■介護給付費通知書について

【問い合わせ先】住民課介護保険係　℡３４－２１１１

３割

【①②の両方に該当する人】

①本人の合計所得金額が２２０万円以上

②同一世帯にいる６５歳以上の人の「年金収入 +その他の合計所得金額」が

・単身世帯の場合⇒３４０万円以上　　・２人以上世帯の場合⇒４６３万円以上

２割

【３割の対象とならない人で、①②の両方に該当する人】

①本人の合計所得金額が１６０万円以上

②同一世帯にいる６５歳以上の人の「年金収入 +その他の合計所得金額」が

・単身世帯の場合⇒２８０万円以上　　・２人以上世帯の場合⇒３４６万円以上

１割 上記以外の人
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令和４年度 北竜町職員採用試験
（介護職・看護職）

１．受 付 期 間　　令和３年８月２日（月）から令和３年９月１０日（金）まで（必着）

２．第 １ 次 試 験 日　　令和３年１０月３日（日）　午前　８時３０分

３．試 験 会 場　　北竜町役場　（雨竜郡北竜町字和１１－１）

４．募集職種及び人員　　介護職３名

　　　　　　　　　　　　看護職２名

５．採 用 年 月 日　　令和４年４月１日

６．勤 務 先　　特別養護老人ホーム北竜町永楽園　

７．給 与 等　　北竜町職員給与規定に基づいて支給。

　　　　　　　　　　　　（手当）扶養手当・住居手当・通勤手当・時間外手当・児童手当・特勤手当・

　　　　　　　　　　　　　　　 寒冷地手当・期末手当・勤勉手当

８．受 験 資 格　　

　　　◎介護職

　　　　　年齢が概ね２５歳以下介護福祉士の資格を有する者若しくは有する見込みの者

　　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、

　　　　　　又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、受験できません。

　　　◎看護職

　　　　　年齢が概ね３５歳以下正看護師又は准看護師の資格を有する者若しくは有する見込みの者

　　　　　※ただし、日本国籍を有しない者、

　　　　　　又は地方公務員法第１６条のいずれかに該当する者は、受験できません。

９．試 験 方 法

　　　第１次試験 ： 教養試験、適性検査、作文試験 （試験終了予定時間　１２時３０分）

　　　第２次試験 ： 面接試験（第１次試験合格者に対して１０月上旬以降実施予定）

10．申込書の請求先

　　・北竜町役場総務課に請求して下さい。

　　・郵送による場合は、１２０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を

　　　必ず同封し、請求して下さい。

      ※ 他職種の試験も同時期に実施するため、必ず 介護職 か 看護職 と明記し請求してください。

   　　《役場住所》　〒０７８－２５１２　北竜町字和１１番地１

　　　　　　　　　 北竜町役場 総務課（採用試験）

　　　　　　　　　 ℡０１６４－３４－２１１１

11．申込方法及び申込先

　　・申込書・受験票・履歴書を北竜町役場総務課に郵送又は持参し提出して下さい。

　　・受験票は後日送付しますので、必ず住所・氏名・郵便番号を記入し、６３円切手を貼った上で

      申込書・履歴書と一緒に提出して下さい。

　　・第１次試験当日、必ず受験票の所定欄に写真を貼って下さい。

12．その他

　　・受験の際には、ＨＢ等の濃い鉛筆を使用しますので、忘れずにご持参下さい。

　　・試験当日に、携帯電話等は、ほかの受験者の妨げになるので持込を禁止します。

　　・その他、不明な点は北竜町役場総務課にお問い合わせ下さい。
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　　　北竜町無火災期間  （令和３年７月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　３７３日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 １，７６８日間

 令和３年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　１０件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　５件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　３件　　沼　田　２件

野焼き！ ダメ！ 絶対

１.　ドラム缶にビニールを入れて焼却した。

２.　畑に穴を掘り、ペットボトルを入れて焼却した。

３.　ブロックで囲いを作り、紙類を焼却した。

４.　家庭用ゴミ焼却炉で木材を焼却した。

５.　一般の家庭ゴミを庭で焼却した。

１.　ゴミは正しく分別して、北竜町のゴミ収集カレンダー

　　 で決められた日に捨てるようにしましょう。

２.　「面倒くさい」、「ゴミの分別が大変」、「自分だけなら

　　 大丈夫」など野焼きについて簡単に考えず、一人ひと

　　 りがルールを守りゴミを適切に処分しましょう。

３.　野焼きは法律違反です。悪質な場合は、懲役・罰金刑

　　 になる場合があります。

１.　野焼きは、ダイオキシンなどの有害物質を発生させる場合があり、人や環境に悪影響を及ぼします。

２.　煙や悪臭で周囲の人に迷惑がかかります。

○野焼きの具体例

○ゴミは適切な方法と気持ちで処分する

炭火の後始末はきちんと行いましょう

○野焼きはどうしてダメなのか

　過去に消防組合管内において、バーベキューで使用した「炭火」が原因

の火災が発生しています。

　お盆時期は、家族や親戚と野外でバーベキューをするご家庭も多いと思

いますが、炭火は放置せず「長時間水につける」、「専用の炭壺に入れる」

等適切に処理するようお願いいたします。

　廃棄物(ゴミ)を焼却処分する際は、処理基準を満たした施設で焼却することとなっており、

いわゆる野焼き(野外焼却)は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により禁止されています。

　また、消防組合管内で、野焼きが原因の火災が発生しておりますので、絶対に行わないで下さい。
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夏
ら
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

雨
が
少
な
い
よ
う
で
作
物
の
育
成

に
影
響
が
出
な
い
事
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
関
連
か
ら
。
北

竜
町
は
道
内
で
も
ズ
バ
抜
け
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
迅
速
で
正
確
で
し

た
の
で
７
月
中
に
希
望
者
の
接
種

は
全
世
代
で
終
了
し
ま
し
た
。

特
別
な
事
情
で
２
回
目
を
終
え
ら

れ
な
か
っ
た
方
の
延
長
の
ケ
ー
ス

が
少
し
残
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

そ
の
噂
は
か
な
り
広
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
、
大
規
模
な
会
社
か
ら
職

域
接
種
の
依
頼
が
来
た
り
他
の
自

治
体
か
ら
余
剰
分
の
譲
渡
を
依
頼

さ
れ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
余
剰
分
と
言
っ
て
も
欲
張
っ
て

必
要
以
上
に
請
求
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
な
ど
で
は

１
９
５
バ
イ
ア
ル
（
１
１
７
０
回

分
）
を
一
箱
と
し
て
注
文
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
端
数
が
出
る

の
は
止
む
を
得
ま
せ
ん
。
発
注
し

た
自
治
体
や
企
業
で
余
剰
分
が
発

生
す
る
の
は
必
然
で
そ
れ
を
う
ま

く
配
分
す
れ
ば
不
足
は
し
な
い
は

ず
で
し
ょ
う
が
、
う
ま
く
行
っ
て

い
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
）

　

毎
度
毎
度
で
す
が
、
役
場
の
迅

速
な
判
断
と
行
動
力
で
現
在
他
の

自
治
体
な
ど
が
抱
え
て
い
る
問
題

に
悩
ま
さ
れ
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
。

ア
ッ
ざ
ー
す
！

　

先
日
仕
事
終
わ
り
に
町
の
プ
ー

ル
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。
７
月
か

ら
プ
ー
ル
が
開
い
て
い
ま
す
よ
。

体
力
づ
く
り
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
子
供
た
ち
は
連
日
わ
ん
さ
か

来
て
い
る
よ
う
で
す
。
仕
事
終
わ

り
で
す
か
ら
子
供
達
も
帰
り
、
一

人
で
泳
い
で
い
る
と
若
い
人
達
が

水
着
姿
で
ゾ
ロ
ゾ
ロ
と
入
っ
て
き

ま
し
た
。

ホ
～
若
い
人
達
も
泳
ぎ
に
来
た
の

か
感
心
感
心
！
（
こ
の
発
想
は
お

じ
い
さ
ん
）
と
思
っ
て
い
た
ら

中
々
水
に
入
り
ま
せ
ん
。
プ
ー
ル

サ
イ
ド
で
何
や
ら
作
業
し
て
い
ま

す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
大
掛
か
り

な
水
上
遊
具
を
準
備
し
て
い
る
の

が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
あ
れ
～
？
ま
さ
か
あ
ん
な
も
ん

で
遊
ぶ
た
め
に
大
勢
来
た
の

か
？
」
と
い
ぶ
か
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
準
備
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
ど
う
も
遊
ん
で
い
る
よ

う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
テ
ス
ト
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
う
で
す
。
彼
ら
は
プ
ー
ル
に

遊
び
に
来
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
話
を
聞
く
と
、
町
の
商
工

会
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
毎
年

恵
岱
別
河
川
公
園
で
行
わ
れ
て
い

る
「
川
は
と
も
だ
ち
！
わ
ん
ぱ
く

夏
祭
り
」
が
、
今
年
は
川
で
は
行

わ
れ
ず
に
町
の
プ
ー
ル
で
行
わ
れ

る
と
い
う
事
で
、
そ
の
準
備
を
し

て
い
た
の
で
す
。
稚
魚
の
放
流
は

川
で
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
（
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
中

止
）
と
趣
向
を
凝
ら
す
意
味
で
プ

ー
ル
で
の
開
催
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
の
は
ま

だ
７
月
14
日
で
す
が
、
夏
祭
り
は

７
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
も
よ
う

で
す
（
未
来
を
過
去
形
で
書
く
違

和
感
あ
り
）

　

ト
ラ
ブ
ル
な
く
楽
し
い
時
間
が

子
供
た
ち
と
過
ご
せ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
な
に
よ
り
町
の
若
者
た

ち
が
仕
事
を
終
え
（
途
中
で
早

退
？
し
て
）
大
勢
集
ま
り
子
供
達

へ
の
記
憶
に
残
る
故
郷
の
想
い
を

創
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　

北
竜
町
、
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ

ん
（
こ
の
表
現
も
古
っ
！
）

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２７６

若者たち

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
８月１１日(水)、８月２７日(金)は終日休診となります。

わ か も の
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北竜町教育委員会

　６月１４日から９月１０日まで、毎朝６時３０分よ

り（雨が降った際は中止）公民館前でラジオ体操を開

催しています。

　朝早いですが、この時間にラジオ体操をする事に

よって運動不足の改善や、規則正しい生活のリズムを

作る事が期待できます。是非この機会にラジオ体操に

参加してみませんか！　

ラジオ体操に参加しましょう！

図書館から新刊のお知らせ
・スペース・コロニー宇宙で暮らす方法　向井 千秋

・イチからつくる　プラスチック　　 　 岩佐 忠久

・せんろをまもる！ドクターイエロー  　鎌田 歩

他、約５０冊の新刊が入りました。

今月発行の「図書館だより」に一覧を掲載しています。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

8/3（火）子ども会デイキャンプ 公民館

8/5（木）ひまわり大学「８月講座」
改善センター

体育館
10:00～

8/6（金）

子どもと高齢者の
ふれあい事業「実験教室」
＆図書館夏休み企画
「工作教室」

改善センター
体育館

13:30～

8/17（火）真竜小学校 二学期始業式 真竜小学校

8/23（月）北竜中学校 二学期始業式 北竜中学校

生涯学習カレンダー

※新型コロナウイルスの影響によって掲載した行事や、施設の開館状況が変更される場合があります。

※新型コロナウイルスの影響によって掲載した行事や、
　施設の開館状況が変更される場合があります。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

8月 2・9・16・23・30日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

子どもと高齢者のふれあい事業
「開講式・フロアカーリング体験会」
　６月２６日に今年度最初のふれあい事業を開催し

ました。今回は５月に実施できなかった開講式と、

今年度新しく購入したフロアカーリングの体験会を

行いました。

　参加した児童は２８名で、序盤は思うようにフロッ

カー（カーリングにおけるストーン）を投げられな

かった児童も回数を重ねると上手になり、うまく投

げられた時には、児童と推進委員さんで一緒に喜び

合うなど、交流を深める姿が見られました。

　６月２５日にキッズエアロビクスをやわら保育所

にて実施しました。

　今年度第２回目はすみれ組（年少組）が対象でした。

子ども達はエアロビクスだけではなく、平均台やボー

ル等を使った運動を行い、楽しく充実した時間を過

ごしました。

キッズエアロビクスを開催
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亡
き
人
の
名
刺
の
数
や
夏
の
星
　 
　
　  

　 

山
本
玲
子

水
無
月
や
妻
の
忌
の
空
飛
機
が
裂
く
　
　
　
　
山
岸
正
俊

十
指
み
な
働
き
者
や
髪
洗
う
　
　  

　
　
　
　
吉
尾
広
子

こ
の
夏
は
静
か
に
し
て
よ
コ
ロ
ナ
菌
　
　
　
　
山
下
好
晴

確
か
な
る
地
の
平
安
へ
散
る
牡
丹
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

青
空
を
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
太
陽
と
　
　  

　
　
中
島
雅
子

短
命
と
知
る
や
知
ら
ず
や
蝉
時
雨
　
　  

　
　
宮
脇
美
和
子

亡
き
父
の
思
い
を
は
せ
る
夏
座
敷
　 

　
　 

　
佐
藤
美
智
子

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

西　

川　

藤
井 

ヤ
エ
子 

氏 

92
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
３
日
）

和　
　
　

髙
橋 

浩
二 　

氏 

95
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
９
日
）

和
本
町　

藤
井 

ち
や 　

氏 

96
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
24
日
）

和　

町　

篠
原 

常
夫　

 

氏 

92
歳

　
　
　
　

 　
　
　
　

 

（
６
月
26
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て
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まちの動き
７月１日現在（前月比）

世帯数　８０１世帯(－５)
 人口 １, ７２４人(－２)
　男　　　８３１人(－４)
　女　　　８９３人(＋２)

（外国人含）

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

８月の町長室開放デーは、１１日（水）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト

　８月２９日に開催を予定しておりました町民体

育大会について、昨年末より町内会長連絡協議会

と協議を行い、多くの町内会から「やらない」「や

れない」と回答をいただいたこと、また現在町内

では、希望者への新型コロナウイルスに対するワ

クチン集団接種が完了したところですが、国内外

での変異株の拡大など、未だ事態の終息が見通せ

ない状況となっていることから、このまま町民体

育大会を継続して続けていくことは難しいと判断

をし、今年度はもとより、次年度以降につきまし

ても、町民体育大会は開催せず、「中止」とさせ

ていただく判断を致しました。

　６８回の歴史ある当大会についてこのような判

断をするのは大変苦渋でしたが、何卒ご理解のほ

ど宜しくお願い申し上げます。ただ、もし町の中

で「また町民体育大会をやろうよ」との気運が高

まってきたときは体育協会としてご協力をさせて

いただきますので、宜しくお願い致します。

北竜町町民体育大会の
中止について

【問い合わせ先】北竜町体育協会事務局

　　　　　　　 ℡０１６４－３４－２１１１


